
別
表
第
一
（
第
二
十
九
条
関
係
）

一

総
務
大
臣
又
は
都
道

府
県
知
事

恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
。
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）に
よ
る
年
金
で
あ
る
給
付
の
支
給
に
関
す
る
情
報
で
あ
つ
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

二

厚
生
労
働
大
臣

次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

一

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る
給

付
の
支
給
に
関
す
る
情
報

二

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）

に
よ
る
援
護
に
関
す
る
情
報

三

未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

に
よ
る
留
守
家
族
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報

四

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
に
よ
る

療
養
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報

五

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
給
付
の
支
給

に
関
す
る
情
報

六

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四

号
）
に
よ
る
特
別
遺
族
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

七

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
に
よ
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支

給
に
関
す
る
情
報

八

公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
職
業
紹
介
又
は
職
業
指
導
に
関
す
る
情
報

三

市
町
村
長

次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

一

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
に
よ
る
障
害
児
養
育

年
金
、
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

二

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
児
童
手
当
又

は
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
給
付
の
支
給
に
関
す
る
情
報

三

健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
に
よ
る
健
康
増
進
事
業
の

実
施
に
関
す
る
情
報

四

戸
籍
又
は
除
か
れ
た
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
情
報

四

国
土
交
通
大
臣

次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

一

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
に
よ
る
地
方
運

輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。）が
行
う
船
員
職
業
紹
介
、
職
業
指
導
又

は
部
員
職
業
補
導
に
関
す
る
情
報

二

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
四
条
に
規

定
す
る
自
動
車
登
録
フ
ァ
イ
ル
に
登
録
を
受
け
た
自
動
車
に
関
す
る
情
報

三

漁
業
経
営
の
改
善
及
び
再
建
整
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
一

年
法
律
第
四
十
三
号
）
に
よ
る
職
業
転
換
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

四

国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
昭
和

五
十
二
年
法
律
第
九
十
四
号
）
に
よ
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

五

船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九

十
六
号
）
に
よ
る
就
職
促
進
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
情
報

六

本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
七
十
二
号
）
に
よ
る
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
情
報
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第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
処
分
」
の
下
に
「
又
は
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
」
を
加
え
る
。

第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
裁
決
」
の
下
に
「
又
は
市
町
村
長
が
し
た
就
労
自

立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
処
分
若
し
く
は
市
町
村
長
の
管
理
に
属
す
る
行
政
庁
が
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
委
任
に
基
づ
い
て
し
た
処
分
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
裁
決
」
を
加
え
る
。

第
六
十
九
条
中
「
実
施
機
関
」
の
下
に
「
又
は
支
給
機
関
」
を
加
え
る
。

第
九
章
を
第
十
章
と
す
る
。

第
五
十
九
条
中
「
被
保
護
者
は
、
保
護
」
を
「
保
護
又
は
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
」
に
、「
権
利
を
」
を
「
権
利

は
、」に
改
め
る
。

第
六
十
条
中
「
励
み
、」の
下
に
「
自
ら
、
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
努
め
、
収
入
、
支
出
そ
の
他
生
計
の
状
況
を

適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
」
を
加
え
、「
維
持
、
向
上
」
を
「
維
持
及
び
向
上
」
に
改
め
る
。

第
八
章
を
第
九
章
と
し
、
第
七
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
八
章

就
労
自
立
給
付
金

（
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
）

第
五
十
五
条
の
四

都
道
府
県
知
事
、
市
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
は
、
被
保
護
者
の
自
立
の
助
長

を
図
る
た
め
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
福
祉
事
務
所
の
所
管
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
（
居
住
地
が
な
い
か
、
又

は
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
当
該
所
管
区
域
内
に
あ
る
）
被
保
護
者
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
安
定

し
た
職
業
に
就
い
た
こ
と
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
り
保
護
を
必
要
と
し
な
く
な
つ
た
と
認
め

た
も
の
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
者
（
以
下
「
支
給
機
関
」
と
い
う
。）は
、
就
労
自
立
給
付

金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
行
政
庁
に
限
り
、
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

支
給
機
関
は
、
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
他
の

支
給
機
関
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
報
告
）

第
五
十
五
条
の
五

支
給
機
関
は
、
就
労
自
立
給
付
金
の
支
給
又
は
第
七
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
施
行
の
た
め
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
保
護
者
若
し
く
は
被
保
護
者
で
あ
つ
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
雇
主
そ
の
他

の
関
係
人
に
、
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
中
「
第
八
十
四
条
の
四
関
係
」
を
「
第
八
十
四
条
の
五
関
係
」
に
改
め
、
同
表
都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
事

務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
項
中「（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
八
項
」
に
、「
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四

項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
」
に
、「
第
五
十
五
条
」
を
「
第
五
十
五
条
の
二
」
に
、「
第
六

十
一
条
」
を
「
第
五
十
五
条
の
四
、
第
五
十
五
条
の
五
、
第
六
十
一
条
」
に
改
め
、「
第
七
十
七
条
第
二
項
」
の
下
に

「
、
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
同
表
都
道
府
県
の
項
中
「
及
び
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第

二
十
九
条
第
二
項
」
を
加
え
、「（
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
、
第
四
十
九
条
の
二
第

四
項
（
第
四
十
九
条
の
三
第
四
項
及
び
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
五
十

五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
九
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
、
第
五
十
一
条
第

二
項
並
び
に
」
を
「
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、」に
、「
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

規
定
を
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
の
二
に
お
い
て
」
に
、「
第
五
十
四
条

の
二
第
四
項
に
お
い
て
」
を
「
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
」
に
、「
第
五
十
五
条

の
二
」
を
「
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
の
三
」
に
改
め
、「
第
七
十
八
条
」
の
下
に「
、
第
八
十
三
条
の
二
」

を
加
え
、
同
表
市
町
村
の
項
中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
四
十
三
条
第
二
項
」
に
改

め
、
同
表
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
な
い
町
村
の
項
中
「
第
二
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
十
項
」に
改
め
、

同
表
を
別
表
第
三
と
し
、
同
表
の
前
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。
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